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近
代
日
本
研
究
第
十
八
巻
（
二

O
O
一
年
）

史
料
紹
介

「
箕
浦
勝
人

懐
旧
談
草
稿
」

坂

井

達

円
月

凶
U
h
y

懐
旧
談
草
稿
（
未
発
表
大
正
五
年
十
二
月
）

私
が
塾
に
入
っ
た
の
は
、
明
治
四
年
塾
が
新
銭
座
か
ら
三
田
に
移
っ
た
年

l

の
十
二
月
で
し
た
。
其
ま
で
私
は
、
肥
前
肥

後
：
：
：
と
、
九
州
地
方
を
遊
歴
し
て
居
る
内
、
撰
夷
家
で
保
守
党
で
あ
っ
た
私
の
頭
は
、
大
分
変
り
つ
、
あ
っ
た
所
へ
、
更
に
先
生

の
西
洋
事
情
や
世
界
国
尽
等
を
拝
見
し
た
の
で
、
英
学
の
必
要
を
感
し
ま
し
た
。
し
か
し
学
資
が
な
い
の
で
、
跨
路
し
て
居
り
ま
し

た
。
が
明
治
四
年
、
廃
藩
置
県
の
年
、
同
郷
の
先
輩
で
既
に
義
塾
教
師
の
一
人
で
あ
っ
た
、
荘
回
（
平
五
郎
）
さ
ん
が
帰
省
さ
れ
て
、

勧
め
ら
れ
も
し
、
又
私
か
ら
も
御
願
し
て
御
同
行
上
京
し
ま
し
た
。
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少
さ
な
船
で
、
十
四
、
五
日
を
費
し
て
、
大
阪
迄
来
ま
し
た
。
神
戸
か
ら
は
、
夕
顔
丸
l
l

ア
メ
リ
カ
か
ら
買
っ
た
、
原
名
オ
レ

ゴ
ン
丸
と
か
云
っ
た
外
車
の
船
で
、
大
阪
と
品
川
の
間
を
往
復
し
て
居
ま
し
た
ー
ー
に
乗
っ
て
、
品
川
に
上
陸
し
ま
し
た
。
丁
度
其

時
は
、
京
浜
聞
の
鉄
道
工
事
が
始
ま
っ
た
時
で
、
品
川
の
堀
割
を
や
っ
て
居
ま
し
た
。
高
輪
辺
ま
で
く
る
と
、
中
上
川
さ
ん
や
須
田

さ
ん
が
、
四
国
辺
に
一
展
は
れ
て
行
く
首
途
に
遇
ひ
ま
し
た
。
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入
門
は
十
二
月
で
し
た
。
｜
｜
憶
か
三
田
に
移
っ
た
の
は
、
今
年
の
始
め
で
あ
っ
た
と
思
ひ
ま
す
。
道
路
に
瓦
を
敷
い
た
り
樫

の
木
を
植
え
て
居
る
最
中
で
し
た
。

先
づ
驚
い
た
の
は
、
諸
事
の
整
頓
し
て
居
る
事
で
し
た
。
九
州
辺
の
漢
学
塾
の
乱
雑
は
、
御
話
に
な
ら
ん
位
で
し
た
。
当
時
の

書
生
は
、
「
大
丈
夫
先
づ
天
下
を
掃
除
す
べ
し
。
何
ぞ
二
至
を
掃
除
せ
ん
や
」
位
の
意
気
込
で
す
。
然
る
に
慶
麿
義
塾
は
、
凡
て
の

も
の
が
秩
序
正
し
く
な
っ
て
、
建
物
は
、
大
名
屋
敷
の
、
古
い
日
本
家
で
し
た
が
、
掃
除
の
行
届
い
て
居
る
事
は
、
大
し
た
も
の
で

し
た
。
毎
日
曜
の
大
掃
除
。
｜
｜
先
生
は
、
黄
八
丈
の
銘
仙
の
衣
物
を
着
て
、
メ
リ
ヤ
ス
の
洋
袴
下
で
、
尻
カ
ラ
ゲ
で
、
各
室
を
廻

ら
れ
ま
す
ー
ー
ー
奇
麗
に
各
室
の
掃
除
が
出
来
る
。
夜
に
な
る
と
、
受
持
の
教
員
が
、
消
灯
の
時
刻
（
夜
十
時
頃
）
各
室
を
一
巡
し
ま

す
。当

時
一
般
の
書
生
は
、
兵
児
帯
で
し
た
が
、
塾
生
は
角
帯
で
し
た
。
其
時
の
三
田
は
、
世
間
と
は
大
分
異
っ
て
居
ま
し
た
。

塾
に
入
っ
て
最
初
に
や
っ
た
の
は
、
ピ
ネ
ヲ
の
文
典
の
素
読
で
し
た
。
其
時
分
に
は
、
中
々
分
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
永
島
貞
次

郎
さ
ん
の
著
は
し
た
直
訳
書
と
、
首
引
で
読
む
で
居
ま
し
た
。
暫
く
す
る
と
、
会
読
に
な
り
ま
し
た
。
輪
読
を
丁
度
半
年
も
や
る
と
、

試
験
に
出
合
ひ
ま
し
た
。

試
験
の
問
題
は
、
ペ
l

ト
ル
、
パ
l

レ
l

の
万
国
史
の
一
節
で
し
た
。
其
頃
の
試
験
は
、
或
る
本
の
一
節
を
、
順
番
に
一
人

づ
、
ょ
ま
せ
る
の
で
す
。
凡
そ
一
時
間
位
下
読
を
許
し
ま
す
。
試
験
委
員
（
二
、
三
人
）
列
席
の
面
前
で
、
講
義
を
し
て
、
其
成
績



で
採
点
さ
れ
ま
す
。
今
日
の
試
験
に
及
第
す
る
と
、
翌
日
の
試
験
に
出
る
事
が
出
来
る
。
そ
れ
に
合
格
す
る
と
、
又
其
翌
日
も
出
ら

れ
る
と
云
ふ
事
に
な
り
ま
す
。
初
年
の
試
験
に
は
、
失
敗
し
ま
し
た
が
、
其
次
の
年
（
明
治
六
年
）
の
試
験
に
は
、
四
日
飛
む
で
四

日
日
に
、
最
上
級
で
と
ま
っ
た
。
も
う
一
日
此
日
の
試
験
に
及
第
す
る
と
、
非
常
に
早
く
卒
業
す
る
訳
な
ん
で
し
た
。
此
時
荘
田
さ

ん
な
ど
の
主
唱
で
、
正
則
科
l
l

ア
メ
リ
カ
の
中
学
位
の
課
程
位
で
し
た
ー
ー
が
出
来
て
、
一
年
位
や
ら
せ
ら
れ
ま
し
た
。
此
課
は
、

本
を
読
む
ば
か
り
で
な
く
、
事
柄
を
暗
請
さ
せ
ま
し
た
。
地
理
、
歴
史
、
理
化
学
（
ウ
エ
ル
の
化
学
暗
請
し
ま
し
た
。
今
は
一
も
覚

文
典
｜
｜
何
で
も
暗
請
で
し
た
。
此
正
則
科
の
一
年
間
に
、
同
窓
で
あ
っ

え
て
居
り
ま
せ
む
）
、
数
学
（
最
も
重
き
を
置
き
ま
し
た
）

た
の
は
、波

多
野
承
五
郎
、
雨
山
達
也
、
森
村
豊
吉
（
森
村
組
の
開
祖
）
、
藤
田
茂
吉
、
小
杉
鉄
三
郎
（
紀
州
）
、
高
木
恰
荘
（
熊
本
）
、
加

藤
恒
七
郎
（
大
正
三
年
雲
州
遊
説
ノ
際
出
遇
ヒ
タ
リ
）

福
津
先
生
の
講
義
ー
ー
ー
も
き
い
た
事
が
あ
り
ま
す
。
時
々
ギ
ゾ
l

（
後
に
ボ
ツ
ク
ル
）
の
文
明
史
を
講
せ
ら
れ
ま
し
た
。
書
物
な

し
に
聞
い
て
よ
く
分
る
。
却
っ
て
本
を
も
っ
た
人
の
方
が
、
分
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
。
私
共
封
建
思
操
が
変
化
し
よ
う
と
云
ふ

時
、
メ
ン
タ
ル
・
レ
ボ
リ
ユ
！
シ
ヨ
ン
を
な
さ
し
め
た
の
は
、
此
ギ
ゾ

l

文
明
史
の
講
演
で
し
た
。

懐Ill談草稿

芦
野
巻
蔵
さ
ん
の
講
義
を
き
い
た
。
ギ
ゾ

l

の
文
明
史
は
、
思
操
の
変
化
を
な
さ
し
め
た

o
i
l
l

縦
の
も
の
を
読
む
で
居
た
の

が
、
横
に
書
い
た
も
の
を
読
む
様
に
な
っ
た
。
し
か
し
其
は
文
法
の
組
立
が
変
っ
て
居
る
か
ら
で
、
其
呼
吸
を
覚
え
て
了
へ
ば
、
縦

で
も
横
で
も
同
じ
理
屈
で
す
。
｜
｜
此
意
味
に
於
て
、
其
呼
吸
を
教
へ
て
く
れ
た
の
は
、
浜
野
さ
ん
の
、
カ
ツ
ケ
ン
ボ
ス
の
米
国
史

の
講
義
で
し
た
。

箕浦勝人

吾
々
の
書
い
た
都
が
新
聞
に
出
る
と
、
先
生
は
常
に
仰
っ
た
。
「
直
接
に
文
字
を
訳
す
る
か
ら
刑
前
免
」
｜
｜
当
時
は
、
新
旧
時

代
の
過
渡
時
代
で
、
欧
州
の
文
物
思
操
何
で
も
珍
ら
し
く
て
、
悉
く
新
聞
の
材
料
に
な
る
。
し
か
し
私
共
が
其
を
訳
出
す
る
と
先
生
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「
間
接
に
訳
さ
な
く
て
は
、
不
可
失
」

先
生
の
文
明
論
の
概
略
に
は
、
ギ
ゾ
ー
や
何
か
の
議
論
が
、
甘
く
出
て
居
る
。
是
が
所
謂
、
先
生
の
間
接
の
訳
し
方
で
し
ゃ
う
。

明
治
七
千
｜
貧
生
で
学
資
に
困
年
居
た
所
か
ら
、
未
だ
課
業
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
下
級
の
教
授
な
ど
し
て
、
尚
美
を
補

〔
院
〕

っ
て
居
ま
し
た
。
ー
ー
に
は
、
民
選
議
員
の
建
白
が
あ
り
ま
し
た
。
江
藤
新
平
、
板
垣
退
助
、
後
藤
象
次
郎
、
由
利
公
正
等
、
畢
立
見

征
韓
論
を
廟
堂
に
争
っ
て
、
退
い
た
連
中
で
し
た
。
此
頃
か
ら
政
治
論
が
沸
騰
し
ま
し
た
。
封
建
を
破
壊
し
て
新
政
を
建
つ
る
に
は
、

府
内
は
む
し
ろ
一
致
し
て
居
ま
し
た
。
然
る
に
此
征
韓
論
で
、
融
和
を
破
り
ま
し
た
。

党
派
が
出
来
る
と
共
に
、
新
聞
が
著
し
く
変
っ
て
来
た
。
｜
｜
是
迄
は
新
報
の
み
並
べ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
が
、
政
治
論
を
見

る
様
に
な
っ
て
来
た
。
政
治
論
と
云
っ
て
も
、
初
め
は
匿
名
投
書
で
し
た
。
其
重
な
る
も
の
は
、
東
京
日
々
と
報
知
で
し
た
。
論
争

益
激
し
く
な
っ
て
、
是
迄
各
紙
に
投
書
し
て
居
た
福
地
が
主
筆
と
し
て
東
京
日
々
に
入
る
。
愈
社
説
を
掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

所
で
報
知
も
、
日
々
の
向
ふ
を
張
っ
て
、
何
か
や
ら
ね
ば
な
ら
ん
。
当
時
日
々
は
政
府
党
。
報
知
は
板
垣
さ
ん
l
l

在
野
党
に
近
か

っ
た
ー
ー
と
云
ふ
の
は
、
栗
本
鋤
雲
翁
が
、
外
国
奉
行
で
、
瓦
解
の
時
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ポ
レ
ヲ
ン
朝
庭
に
、
使
節
と
し
て
往
っ

て
居
た
の
で
、
非
常
に
遺
憾
に
思
っ
て
フ
ラ
ン
ス
か
ら
［
応
府
っ
て
か
ら
は
、
横
浜
に
隠
遁
し
て
し
ま
っ
た
。
社
主
の
小
西
町
駅
動
が
、

両
国
矢
ノ
倉
辺
の
名
、
王
で
、
駅
逓
局
に
属
し
、
始
め
て
郵
便
制
を
布
い
た
時
、
全
国
各
地
の
事
が
報
道
せ
ら
る
、
の
を
、
此
を
材
料

に
し
て
新
聞
を
出
し
た
ら
よ
か
ろ
う
と
思
ひ
付
い
た
の
が
前
島
密
さ
ん
で
、
小
野
組
が
資
本
を
出
し
て
、
小
西
敬
義
さ
ん
に
や
ら
せ

た
。
其
だ
か
ら
報
知
新
聞
に
は
、
郵
便
報
知
と
云
ふ
冠
詞
が
つ
い
て
居
る
。
東
京
日
々
の
岸
田
吟
香
に
対
し
て
、
報
知
で
は
有
力
な

る
学
者
と
し
て
、
栗
本
さ
ん
を
入
れ
た
。
栗
本
は
、
明
治
政
府
に
反
対
の
側
に
立
っ
て
、
板
垣
等
の
建
白
の
た
め
、
在
野
党
に
近
か

一
方
は
反
対
党
（
報
知
）
、
一
方
は
木
戸
孝
允
（
保
守
党
）
、

は
仰
っ
た
。

っ
た
の
で
す
。
｜
｜
一
方
は
政
府
党
（
東
京
日
々
）
、
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一
方
は
急
進
党



（
自
由
党
）
｜
｜
栗
本
が
こ
う
云
ふ
位
地
に
た
っ
た
の
で
、
福
津
先
生
に
た
よ
る
様
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
先
生
は
、
有
形
無
形
の

改
革
を
さ
れ
た
。
先
生
は
、
政
府
に
は
反
対
党
の
様
に
も
見
え
る
。
度
々
政
府
か
ら
召
さ
れ
た
が
、
拒
絶
し
て
民
間
の
勢
力
を
振
ふ

と
云
ふ
立
場
で
し
た
。
私
は
先
生
か
ら
投
書
を
勧
め
ら
れ
、
十
行
二
十
字
詰
五
十
銭
の
原
稿
料
を
貰
つ
て
は
、
学
資
を
補
っ
て
居
ま

し
た
。
塾
と
報
知
と
の
関
係
は
、
先
づ
こ
の
通
り
で
す
。

明
治
八
年
塾
を
卒
業
し
ま
し
た
。
所
謂
大
阪
会
議
な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
在
朝
在
野
両
党
が
握
手
し
ま
し
た
。
井
上
侯
の
あ
っ

せ
ん
で
し
た
ろ
う
か
、
木
戸
孝
允
と
、
板
垣
退
助
と
が
握
手
し
た
の
で
す
。
其
会
議
の
結
果
、
三
権
鼎
立
と
云
ふ
事
に
な
り
ま
し
た
。

先
づ
元
老
院
を
興
し
て
、
立
法
の
源
を
造
る
。
大
審
院
を
た
て
＼
裁
判
の
独
立
を
計
る
。
内
閣

1
1
1
0

其
結
果
板
垣
党
は
、
元
老

院
や
大
審
院
の
判
事
に
な
り
ま
し
た
。
是
迄
報
知
に
居
た
古
沢
滋
は
、
大
審
院
の
権
大
書
記
官
に
な
り
、
投
書
家
で
あ
っ
た
塾
生
が
、

大
分
報
知
に
入
社
し
ま
し
た
。
藤
田
茂
吉
、
牛
場
卓
蔵
、
私
も
、
此
時
入
社
し
ま
し
た
。
｜
｜
牛
場
君
は
、
行
か
ず
に
済
む
だ
。
議

論
の
あ
る
人
で
、
時
々
書
い
て
送
っ
て
き
た
。
｜
｜
当
時
福
津
先
生
の
説
を
き
い
て
は
、
書
い
て
居
ま
し
た
。
一
度
往
っ
て
く
る
と
、

三
、
四
日
分
の
、
論
説
の
材
料
に
な
る
。
其
伺
っ
た
通
り
、
其
僅
出
し
て
も
、
文
章
に
な
っ
て
い
る
と
云
ふ
位
で
し
た
。
l
l

自
分

は
漢
学
書
生
で
、
文
章
も
余
り
稽
古
し
た
事
は
な
か
っ
た
が
、
先
生
の
御
話
を
き
い
て
、
先
生
の
御
趣
意
を
微
細
に
写
す
事
を
心
が

懐｜日談。：杭

け
た
。
藤
田
は
文
章
家
で
、
先
生
の
趣
意
を
と
る
ば
か
り
で
、
自
分
流
儀
に
書
い
て
居
ま
し
た
。

そ
う
か
う
す
る
内
、
一
年
ば
か
り
す
る
と
、
中
々
新
聞
が
八
釜
し
く
な
っ
て
、
遂
に
明
治
団
年
に
は
、
新
駅
常
例
議
誇
律
が
出

ま
し
た
。
是
は
井
上
毅
、
尾
崎
三
郎
さ
ん
な
ん
ど
が
起
草
し
た
も
の
で
す
。
是
迄
新
聞
の
司
配
は
、
文
部
省
の
准
刻
課
が
扱
っ
て
居

た
し
、
課
長
は
秋
山
恒
太
郎
さ
ん
だ
っ
た
の
で
、
二
一
田
か
ら
出
る
も
の
は
、
リ
ベ
ラ
ル
に
検
閲
し
て
居
た
の
で
し
ょ
う
。
所
が
今
度

は
、
新
聞
条
例
議
誇
律
に
よ
っ
て
検
束
せ
ら
る
、
事
に
な
っ
た
。
秋
山
さ
ん
が
辞
職
し
た
の
は
、
此
時
で
す
。
従
っ
て
新
聞
記
者
の

入
牢
す
る
者
が
、
相
次
ぐ
と
云
ふ
有
様
で
し
た
。
日
疋
迄
は
、
同
業
者
互
に
商
売
敵
と
云
ふ
格
好
で
、
争
っ
て
居
ま
し
た
が
、
今
や
彼
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等
の
頭
上
に
、
共
通
な
る
拘
束
が
落
ち
て
来
た
の
で
、
同
業
者
の
懇
親
会
を
開
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
其
席
上
で
は
、
今
度
は
誰
が

入
る
か
と
、
入
牢
の
順
番
が
話
題
に
上
る
と
云
ふ
有
様
で
、
一
度
入
ら
な
い
も
の
は
、
新
聞
記
者
で
は
な
い
と
云
ふ
有
様
で
し
た
。

し
か
し
余
り
片
端
か
ら
囚
は
れ
る
の
で
、
新
聞
が
出
来
な
く
な
っ
て
了
っ
た
。
そ
こ
で
責
任
引
受
人
を
造
る
事
に
な
っ
た
。
｜
｜
そ

れ
で
先
づ
助
か
っ
た
の
で
あ
る
が
i

｜
｜
私
も
明
治
九
年
二
月
か
ら
、
四
月
ま
で
入
牢
し
ま
し
た
。
同
業
者
は
其
時
、
四
十
余
人
入
っ

て
居
ま
し
た
。
其
内
に
は
、
成
島
柳
北
、
末
広
鉄
腸
な
ど
、
名
士
の
顔
も
見
え
ま
し
た
。

新
律
綱
令
ー
ー
ー
と
云
っ
た
様
な
、
特
別
な
刑
罰
が
、
士
族
に
は
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
居
ま
し
た
。
畢
立
見
、
懲
役
に
往
か

う
と
云
ふ
所
を
、
鍛
冶
橋
内
の
監
獄
に
監
禁
せ
ら
る
、
の
で
す
。
是
を
士
族
の
閏
刑
と
云
ひ
ま
し
た
。
新
聞
記
者
は
、
此
点
に
於
て
、

士
族
の
待
遇
を
受
け
て
居
ま
し
た
。
入
牢
中
は
、
今
と
違
っ
て
、
差
入
物
が
出
来
る
。
朝
吹
さ
ん
が
世
話
役
で
、
朋
友
か
ら
、
毎
日

一
度
宛
は
、
差
入
が
あ
る
。
芝
口
の
伊
勢
源
に
命
じ
て
造
っ
た
御
馳
走
が
、
差
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

三
田
で
雑
誌
を
こ
し
ら
へ
た
い
と
云
っ
た
の
は
、
此
頃
で
し
た
。
月
刊
五
、
六
回
位
は
、
出
し
た
い
と
云
ふ
希
望
で
し
た
。
私
が

二
ヶ
月
の
禁
鋼
を
す
ま
せ
て
、
牢
か
ら
出
て
く
る
と
、
す
ぐ
此
方
を
や
っ
て
く
れ
と
云
ふ
事
で
し
た
。
当
時
は
、
新
聞
雑
誌
｜
｜
此

種
の
事
は
、
二
一
団
派
の
仕
事
で
し
た
。

其
時
家
庭
叢
談
な
る
も
の
を
造
っ
た
。
成
る
可
く
サ
イ
エ
ン
ス
等
、
西
洋
の
思
操
を
、
手
易
に
説
明
し
て
、
家
庭
に
注
入
し
よ

う
と
云
ふ
の
で
し
た
。
自
分
は
主
筆
、
甲
斐
（
織
衛
）
さ
ん
は
、
サ
イ
エ
ン
ス
方
面
の
担
当
。
編
輯
に
力
を
添
へ
た
の
が
、
飯
田

（
平
作
）
さ
ん
で
し
た
。

（
大
正
五
年
十
二
月
四
日
）

一
年
ば
か
り
つ
ゾ
き
ま
し
た
。
西
南
戦
争
の
あ
っ
た
年
、
即
ち
明
治
十
年
の
夏
か
ら
、
秋
に
か
け
て
、
帰
省
し

ま
し
た
。
明
治
四
年
の
冬
出
京
し
て
か
ら
、
始
め
て
の
帰
省
で
す
。
｜
｜
帰
京
す
る
と
、
丁
度
方
々
に
、
色
々
の
事
が
起
っ
て
居
た
。

家
庭
叢
談
は
、
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塾
の
先
輩
の
吉
川
泰
丈
郎
君
が
、
文
部
省
直
轄
の
宮
城
師
範
学
校
長
で
あ
っ
た
。
全
国
を
七
大
学
区
に
別
っ
て
、
丁
度
東
北
は
第
七

大
学
区
｜
｜
其
第
七
学
区
内
に
、
他
区
と
変
っ
た
特
別
の
教
育
制
度
を
布
き
た
い
、
そ
れ
を
一
拍
に
や
っ
て
く
れ
ま
い
か
と
、
吉
川

さ
ん
か
ら
言
は
れ
、
又
先
生
か
ら
も
御
勧
め
が
あ
っ
た
。
丁
度
此
時
一
方
に
神
戸
に
も
、
県
令
の
森
岡
昌
純
さ
ん
（
後
に
郵
船
会
社

の
社
長
と
な
っ
た
）
が
、
商
業
学
校
を
起
し
た
い
と
云
ふ
事
に
な
っ
て
、
此
方
に
は
甲
斐
織
衛
さ
ん
が
往
く
事
に
な
っ
た
の
で
、
と

も
か
く
家
庭
叢
談
は
、
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
神
戸
に
は
、
一
種
の
実
際
的
の
商
業
学
校
が
出
来
ま
し
た
。

十
一
年
頃
に
は
、
塾
に
は
種
々
の
学
生
の
団
体
が
出
来
て
居
り
ま
し
た
。
重
な
る
も
の
は
、
協
議
社
、
山
豆
好
同
盟
等
で
し
た
。

此
協
議
社
の
機
関
雑
誌
は
、
民
間
雑
誌
で
、
加
藤
政
之
助
さ
ん
な
ん
ど
が
、
や
っ
て
居
ら
れ
た
。
か
の
大
久
保
さ
ん
が
暗
殺
さ
れ
た

と
き
い
て
、
即
日
中
止
し
た
と
云
ふ
民
間
雑
誌
は
、
此
民
間
雑
誌
で
せ
う
。

懐Ill.淡町； fj，＇~

井
上
（
馨
）
さ
ん
が
帰
朝
し
た
の
は
、
此
頃
で
し
た
。
其
洋
行
中
小
泉
信
吉
さ
ん
や
、
中
上
川
彦
次
郎
さ
ん
な
ど
＼
倫
敦
で
交

際
さ
れ
ま
し
た
。
此
交
際
が
、
所
謂
進
歩
主
義
の
、
伊
藤
・
井
上
・
大
隈
等
の
協
議
に
、
先
生
が
与
る
と
云
ふ
機
会
を
与
へ
た
の
で

す
。
こ
れ
ま
で
は
、
先
生
は
旧
弊
破
壊
と
云
ふ
立
場
の
下
に
、
政
府
と
は
ど
う
し
て
も
遠
か
っ
た
の
で
す
。
所
が
進
歩
主
義
の
事
を

や
る
に
は
、
是
非
先
生
と
御
相
談
を
要
す
る
事
に
な
っ
て
交
際
が
開
け
ま
し
た
。

小
泉
さ
ん
は
、
大
蔵
省
に
出
仕
す
る
。
中
上
川
さ
ん
は
、
井
上
外
務
卿
の
下
に
、
外
務
少
書
記
官
と
な
る
。
矢
野
文
雄
さ
ん
は
、

統
計
院
長
と
な
る
。
尾
崎
さ
ん
と
犬
養
さ
ん
と
が
、
其
下
に
書
記
官
に
な
り
ま
し
た
。
是
は
先
生
が
、
大
隈
さ
ん
に
勧
め
て
な
さ
れ

た
事
で
す
。
森
下
さ
ん
と
牛
場
さ
ん
が
、
大
蔵
省
権
少
書
記
官
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
未
だ
仙
台
に
往
っ
て
留
守
で
し
た
。

十
二
年
に
は
、
仙
台
か
ら
帰
っ
て
、
再
報
知
に
入
り
ま
し
た
。
｜
｜
普
通
教
育
は
、
ア
メ
リ
カ
が
発
達
し
て
居
る
と
云
ふ
の
で
、

年
報
で
調
査
の
結
果
、
腹
案
の
出
来
た
頃
、
廃
校
と
云
ふ
事
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
建
物
は
仙
台
師
範
学
校
に
引
継
ぎ
ま
し
た
。
実

は
吉
川
君
は
、
私
よ
り
半
年
前
に
帰
っ
て
、
其
後
を
私
が
引
受
け
て
居
た
の
で
す
。
其
頃
は
政
治
運
動
が
盛
で
、
師
範
学
校
長
が
、
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地
方
官
を
集
め
て
、
政
談
会
な
ど
開
く
と
云
ふ
時
代
で
し
た
。
1
1

今
度
は
前
と
違
っ
て
、
政
府
と
の
縁
が
近
く
な
っ
て
居
ま
し
た
。

丁
度
今
の
雑
子
橋
の
仏
国
大
使
館
の
あ
る
所
で
、
桜
の
名
所
で
す
。
其
処
に
大
隈
さ
ん
が
住
ま
っ
て
居
ら
れ
た
。
毎
日
往
つ
て
は
、

き
い
て
き
て
は
、
書
い
て
居
り
ま
し
た
。

ま
た
一
年
ば
か
り
す
る
と
、
l
l

十
三
年
で
し
た
か
｜
｜
甲
斐
さ
ん
が
、
ア
メ
リ
カ
に
往
っ
て
商
売
す
る
か
ら
、
商
業
学
校
の

役
を
引
き
受
け
て
、
や
っ
て
貰
い
た
い
と
云
ふ
事
で
し
た
。
上
方
に
は
、
若
い
塾
出
身
の
人
が
、
沢
山
居
る
。
一
面
に
は
其
人
等
を

糾
合
す
る
こ
と
、
一
面
に
ほ
商
業
学
校
の
経
営
｜
｜
此
二
つ
の
要
件
を
兼
ね
て
、
神
戸
に
往
き
ま
し
た
。
所
が
岡
山
の
県
令
が
、
神

戸
と
同
型
の
商
業
学
校
を
、
造
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
頼
む
で
来
た
。
神
戸
は
開
港
地
で
、
ぁ
、
云
ふ
学
校
を
起
し
て
も
、
物
に
な

る
事
情
が
あ
る
が
、
岡
山
は
神
戸
と
は
大
分
事
情
が
違
ふ
か
ら
、
出
来
ま
い
と
云
っ
た
が
、
形
さ
へ
同
じ
な
ら
い
、
と
云
ふ
の
で
、

岡
山
に
も
商
法
講
習
所
を
起
し
て
、
神
戸
と
岡
山
と
の
半
月
交
替
。
岡
山
の
方
は
、
自
分
の
居
な
い
時
は
、
山
本
達
雄
さ
ん
に
御
願

し
ま
し
た
。
｜
｜
当
時
は
、
交
通
機
関
が
発
達
し
て
居
な
い
の
で
、
飛
船
で
往
復
し
、
急
用
の
時
は
、
人
力
車
を
飛
ば
せ
ま
す
。

其
内
に
、
例
の
進
歩
主
義
の
伊
藤
・
井
上
・
大
隈
三
氏
の
改
革
案
は
、
旧
思
操
の
勢
力
が
強
く
て
、
皆
困
ら
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
只
ノ

l

の
一
語
に
打
こ
は
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
さ
あ
こ
う
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
国
民
的
勢
力
を
改
革
し
て
、
か
、
る

方
が
近
道
の
様
に
思
は
れ
る
の
で
、
そ
こ
で
国
会
を
聞
か
う
と
云
ふ
内
意
が
起
り
ま
し
た
。
政
府
の
政
策
を
説
明
す
る
、
新
聞
を
造

っ
て
、
そ
れ
を
先
生
に
受
持
っ
て
戴
き
た
い
と
云
ふ
の
で
あ
っ
た
。
自
分
が
神
戸
に
居
る
時
、
十
二
一
年
の
冬
だ
っ
た
と
思
ひ
ま
す
。

先
生
か
ら
速
に
帰
京
を
命
せ
ら
れ
ま
し
た
。
早
速
帰
京
し
ま
す
と
、
先
生
は
ざ
っ
と
是
迄
の
成
行
を
御
話
し
に
な
っ
て
、
新
聞
を
引

受
け
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
事
に
な
っ
た
が
、
お
前
一
つ
や
っ
て
く
れ
と
、
仰
せ
ら
れ
た
。
l
i

是
迄
も
先
生
の
説
を
き
い
て
書
い
て

は
居
た
が
、
外
の
人
は
、
皆
先
生
の
御
趣
意
を
と
る
ば
か
り
で
、
自
己
流
に
書
き
な
ぐ
る
。
自
分
は
、
成
る
可
く
先
生
の
仰
る
通
り

書
い
て
居
た
の
が
、
御
気
に
入
っ
て
居
た
の
で
せ
う
。
｜
｜
其
時
先
生
は
、

224 



「
是
は
、
ど
う
も
珍
し
い
事
。
日
疋
迄
政
府
に
反
対
に
た
っ
た
私
が
、
御
用
新
聞
と
な
る
と
は
、
大
変
化
。
だ
か
ら
、
社
中
に
も
、

き
っ
と
異
論
が
あ
る
だ
ろ
う
｜
｜
朝
吹
に
相
談
す
れ
ば
、
き
っ
と
賛
成
す
る
だ
ろ
う
が
、
反
対
し
そ
う
な
の
は
、
小
幡
と
阿

此
反
対
す
る
だ
ろ
う
と
先
生
か
仰
っ
た
、
阿
部
さ
ん
と
小
幡
さ
ん
が
賛
成
し
た
の
で
、
決
意
実
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

先
生
等
の
御
考
で
は
、
憲
法
を
其
迄
に
こ
し
ら
へ
て
、
初
号
に
其
条
文
を
掲
げ
る
積
だ
っ
た
ら
し
の
で
す
。

所
が
丁
度
其
時
分
に
、
開
拓
使
払
下
問
題
と
云
ふ
も
の
が
起
っ
た
o
l
l
t

で
、
明
治
天
皇
の
東
北
御
巡
幸
と
云
ふ
事
に
な
っ
た
。

其
御
留
守
中
に
、
進
歩
主
義
の
計
画
が
、
藩
閥
党
に
漏
れ
て
大
反
動
と
な
り
、
謀
反
人
と
云
ふ
事
に
な
っ
て
、
伊
藤
・
井
上
前
約
が

あ
っ
た
に
拘
ら
ず
、
誓
を
破
り
大
隈
一
人
を
罪
人
に
し
て
、
大
隈
・
福
津
が
結
托
し
て
、
岩
崎
の
金
主
で
、
謀
反
を
す
る
。
兵
器
弾

薬
を
、
交
詞
社
に
貯
へ
た
と
云
ふ
報
告
ー
ー
と
る
に
も
足
り
な
い
話
で
す
が
、
遂
に
明
治
十
四
年
十
月
十
四
日
が
、
大
隈
さ
ん
の
辞

職
。
そ
し
て
二
十
三
一
年
を
期
し
て
、
国
会
を
開
く
と
云
ふ
詔
勅
が
出
た
。
｜
｜
始
め
は
早
く
国
会
を
開
い
て
、
実
地
に
練
習
す
る
と

云
ふ
計
画
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
今
度
は
八
年
ば
か
り
準
備
期
間
を
置
い
て
、
此
処
に
一
段
落
を
告
げ
ま
し
た
。
｜
｜
此
時
福
津
先
生

が
、
井
上
・
伊
藤
を
御
責
め
に
な
っ
た
手
紙
が
、
頗
る
猛
烈
な
も
の
で
、
其
御
手
稿
は
、
今
も
福
津
家
に
あ
る
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。

要
之
、
先
生
が
御
引
受
に
な
る
筈
の
新
聞
は
、
此
政
変
の
た
め
沙
汰
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
し
か
し
後
に
出
来
た
時
事
新
報
は
、
矢

懐H l議草稿

張
此
か
ら
匹
胎
し
た
も
の
で
せ
う
。

私
は
、
神
戸
岡
山
等
に
居
る
塾
出
身
の
人
を
集
め
て
、
政
談
会
な
ど
や
り
な
が
ら
、
沙
汰
を
ま
っ
て
居
ま
し
た
が
、
新
聞
が
出

来
な
く
な
っ
た
の
で
、
明
治
十
五
年
ま
た
報
知
に
入
り
ま
し
た
。

1{浦勝人

十
四
年
の
政
変
で
、
小
泉
・
中
上
川
・
森
下
も
、
政
府
を
引
い
て
し
ま
っ
た
。
引
い
た
連
中
が
、

事
に
な
っ
て
、
先
づ
議
政
会
と
云
ふ
も
の
が
出
来
た
。
一
方
に
は
島
田
（
三
郎
）
さ
ん
が
、
文
部
省
を
引
い
て
、
鴎
盟
社
を
作
る
。

一
つ
政
党
を
造
ろ
う
と
云
ふ
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其
他
大
石
・
末
広
・
馬
場
等
の
国
友
会
な
ど
、
重
な
る
も
の
で
す
。
其
内
重
な
る
吾
々
の
会
が
、
改
進
党
と
な
っ
た
の
で
す
。
改
進

党
の
出
来
る
年
で
す
。
中
上
川
さ
ん
が
、
一
所
に
や
る
か
や
ら
な
い
か
と
云
ふ
事
が
、
問
題
に
な
っ
た
。
鴎
盟
社
連
は
入
ら
な
か

っ
た
。
議
政
会
派
は
、
報
知
新
聞
に
拠
る
。
中
上
川
さ
ん
は
、
時
事
を
や
る
事
に
な
っ
た
。
是
が
先
づ
一
段
落
で
す
。

其
時
分
の
新
聞
は
、
中
々
政
変
で
局
面
が
変
っ
て
、
議
論
も
猛
烈
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
時
事
は
、
其
聞
に
超
然
と
し

て
起
つ
に
至
っ
た
の
で
す
。
一
方
に
は
議
論
が
猛
烈
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
他
方
に
は
発
行
停
止
も
益
猛
烈
に
な
っ
て
く
る
。
例
の

新
開
条
例
議
誘
律
は
、
記
者
を
罰
す
る
の
で
、
記
者
か
拘
束
さ
れ
る
と
、
新
聞
の
発
行
が
で
き
な
く
な
る
。
そ
こ
で
法
律
上
の
責
任

者
を
こ
し
ら
へ
る
事
に
な
っ
た
。
此
逃
路
が
出
来
る
と
、
い
く
ら
拘
束
し
て
も
、
矢
張
紙
面
は
変
ら
な
い
か
ら
、
何
の
役
に
も
立
た

な
い
。
そ
こ
で
新
聞
其
物
を
拘
束
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
に
な
っ
た
。
発
行
停
止
も
、
一
日
位
な
ら
い
、
が
、
二
日
、
コ
一
日
、
十
日
、
三

十
日
と
、
段
々
長
く
な
る
と
、
閉
口
し
た
も
の
だ
。
停
止
期
間
が
長
く
な
っ
て
、
度
数
も
多
く
な
る
と
、
読
者
は
迷
惑
す
る
。
読
者

が
滅
す
る
o
l

－
－
そ
こ
で
議
会
が
開
け
る
と
、
条
例
の
変
更
案
が
屡
提
出
せ
ら
れ
た
。
中
々
通
過
し
な
か
っ
た
が
、
明
治
三
十
年

か
三
十
一
年
、
松
限
内
閣
の
出
来
た
年
、
甫
め
て
発
行
停
止
を
や
め
る
事
に
な
っ
た
。
｜
｜
今
や
新
聞
が
発
達
し
た
の
は
、
此
発
行

停
止
を
止
め
た
か
ら
で
せ
う
。

（
大
正
五
年
十
二
月
十
三
日
）
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大
正
十
一
年
九
月
、
慶
懸
義
塾
創
立
六
十
五
年
を
機
に
し
て
刊
行
さ
れ
た
「
慶
麿
義
塾
誌
」
の
「
第
二
一
」
部
に
は
、
「
義
塾
懐
旧

談
」
と
題
し
て
、
四
十
四
名
（
重
複
を
含
め
て
）
の
初
期
の
慶
麿
義
塾
に
想
い
出
を
持
つ
人
々
の
回
想
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

母
体
と
な
っ
た
の
は
、
大
正
五
年
八
月
か
ら
『
三
田
評
論
」
誌
上
に
「
義
塾
懐
旧
談
」
の
題
名
で
断
続
的
に
掲
載
が
は
じ
ま
っ
た
、

古
い
塾
員
達
二
十
七
人
に
よ
る
回
想
の
筆
記
、
三
十
四
分
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
連
載
の
初
回
、
後
藤
牧
太
の
懐
旧
談
の
冒
頭
に

は
、
掲
載
の
趣
旨
が
次
の
様
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「箕浦勝人懐IU議草稿j 解題

「
義
塾
創
立
以
来
殆
ん
ど
六
十
年
に
近
く
、
其
問
逸
話
の
語
り
伝
ふ
べ
き
も
の
少
し
と
せ
ず
。
依
て
過
般
来
先
輩
諸
氏
の
発

意
に
よ
り
義
塾
の
歴
史
に
関
す
る
懐
旧
談
を
集
む
る
こ
と
、
な
り
、
既
に
数
多
の
史
料
を
得
た
れ
ば
、
本
号
よ
り
「
義
塾
懐

旧
談
」
と
題
し
て
、
折
々
其
一
部
を
本
誌
に
掲
載
す
。
尚
先
輩
諸
氏
の
親
し
く
寄
稿
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
」

こ
の
編
集
に
あ
た
っ
て
、
先
輩
の
話
を
筆
記
し
た
の
は
瀧
竜
隆
吉
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
。
瀞
竜
は
明
治
十
四
年
長
崎
県
西
彼

杵
郡
上
長
崎
村
の
士
族
鷹
作
の
長
男
と
し
て
出
生
、
明
治
ゴ
一
十
四
年
五
月
入
社
、
三
十
九
年
卒
業
。
「
塾
員
名
簿
」
の
職
業
欄
に
よ

れ
ば
、
卒
業
後
一
時
大
阪
商
船
会
社
神
戸
支
店
に
勤
務
し
た
が
、
明
治
四
十
二
年
、
日
本
新
聞
の
記
者
と
な
り
、
大
正
三
年
頃
ま
で

同
紙
に
勤
務
し
て
い
る
。
し
か
し
四
年
の
名
簿
で
は
職
業
欄
は
空
欄
、
翌
五
年
か
ら
は
「
慶
藤
義
塾
職
員
、
慶
麿
義
塾
史
料
蒐
集
係
」
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と
な
っ
て
い
る
（
な
お
、
後
述
す
る
瀞
竜
の
こ
の
時
期
の
名
刺
に
は
肩
書
き
は
な
く
、
連
絡
先
と
し
て
「
慶
麿
義
塾
図
書
館
」
と
印
刷
さ
れ

て
い
る
）
。
そ
の
後
、
大
正
七
年
か
ら
十
一
年
ま
で
は
、
中
外
商
事
新
報
の
記
者
を
も
兼
任
し
て
い
る
が
、
十
三
年
か
ら
は
義
塾
職

員
の
兼
任
は
な
く
な
り
、
中
外
商
事
の
記
者
の
み
と
な
っ
て
い
る
（
十
二
年
は
関
東
大
震
災
の
た
め
「
塾
員
名
簿
」
は
発
行
さ
れ
な

か
っ
た
）
。
こ
の
誹
竜
の
職
歴
か
ら
判
断
す
る
と
、
「
慶
嬢
義
塾
史
料
蒐
集
係
」
と
は
、
前
掲
の
「
慶
嬢
義
塾
誌
」
の
編
纂
の
た
め

に
義
塾
図
書
館
中
に
臨
時
的
に
置
か
れ
た
職
制
で
あ
り
、
当
時
何
か
の
都
合
で
た
ま
た
ま
無
職
で
あ
っ
た
瀞
竜
が
そ
れ
に
任
じ
ら

れ
、
刊
行
の
終
了
と
と
も
に
、
廃
止
と
な
り
、
排
竜
も
職
を
解
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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こ
こ
に
紹
介
を
試
み
る
箕
浦
勝
人
の
未
発
表
の
「
懐
旧
談
草
稿
」
は
、
上
述
の
「
義
塾
懐
旧
談
」
蒐
集
の
過
程
で
採
録
が
試
み

ら
れ
、
清
書
さ
れ
た
も
の
が
箕
浦
に
渡
さ
れ
、
加
筆
と
署
名
が
求
め
ら
れ
た
草
稿
の
一
部
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
何
ら
か

の
理
由
で
箕
浦
の
手
元
に
そ
の
ま
ま
止
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
原
文
は
二
十
四
字
詰
め
二
十
行
の
「
慶
麿
義
塾
学
報
原
稿

用
紙
」
に
、
毛
筆
で
丁
寧
に
書
か
れ
て
お
り
、
冒
頭
部
分
に
は
、
排
竜
の
も
の
と
お
ぼ
し
き
筆
跡
で
、
「
原
本
ト
シ
テ
保
存
ニ
ツ
キ
、

御
覧
済
ノ
上
ハ
此
下
ノ
空
白
ニ
御
自
署
被
下
度
候
」
と
書
い
た
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
（
写
真1
）
。
「
慶
麿
義
塾
学
報
」
と
は
、
明

治
三
十
一
年
一
月
に
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
月
刊
誌
で
、
そ
の
日
的
は
、
義
塾
の
「
精
神
抱
負
を
世
間
に
発
揚
す
る
」
た
め
に
、
「
福

津
先
生
を
始
め
と
し
て
同
社
先
輩
の
論
説
談
話
又
は
内
外
学
術
教
育
の
新
説
等
を
掲
け
之
に
附
す
る
に
本
塾
学
事
の
景
況
塾
員
の
消

息
移
動
等
を
以
て
」
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
大
正
四
年
一
月
号
（
通
号
二
百
十
号
）
か
ら
は
「
三
田
評
論
」
と
改
称
さ
れ
、

今
日
も
刊
行
が
続
け
ら
れ
る
。



写真 1

「箕浦勝人懐旧談草稿j 解題

採
録
は
何
回
か
に
分
け
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
残
存
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
内
で
大
正
五
年
十
二
月
四
日
と
十
三
日
の
二

回
分
の
み
で
あ
る
。

原
稿
に
は
「
原
本
と
し
て
保
存
に
付
充
分
御
加
筆
之
上
冒
頭
に
御
署
名
願
上
候
箕
浦
先
生
侍
史
」
と
書
か

れ
た
前
述
の
瀞
竜
の
名
刺
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
草
稿
は
、
そ
の
後
昭
和
二
十
五
年
十
月
十
二
日
、
箕
浦
の
孫
に
当
た
る
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写真 2
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箕
浦
和
彦
氏
（
東
京
都
新
宿
区
原
町
二
丁
目
三
十
番
地
、
佐
久
間
鉄
工
所
勤
務
｜
当
時
｜
）
に
よ
っ
て
、
慶
麿
義
塾
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
そ
の
時
の
応
接
の
経
緯
を
記
し
た
メ
モ
（
⑫
の
署
名
が
あ
る
）
と
共
に
、
保
管
さ
れ
て
い
る
（
写
真2
）
。
応
接
に
あ
た
っ

た
⑫
は
未
詳
で
あ
る
。
寄
贈
後
は
塾
史
編
纂
所
、
塾
史
資
料
室
を
へ
て
慶
藤
義
塾
福
津
研
究
セ
ン
タ
ー
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
な
お
前
掲
の
『
慶
藤
義
塾
誌
」
に
は
、
「
富
士
山
と
先
生
」
と
題
す
る
箕
浦
の
懐
旧
談
が
掲
載
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
福

津
の
人
物
像
を
富
士
山
に
警
え
た
極
く
短
い
コ
メ
ン
ト
で
あ
り
、
本
論
に
紹
介
す
る
回
想
録
と
は
無
関
係
の
も
の
で
あ
る
。
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箕
浦
勝
人
は
嘉
永
七
（
一
八
五
四
）
年
二
月
、
豊
後
臼
杵
藩
士
実
相
寺
愚
山
の
次
男
に
生
ま
れ
、
同
藩
近
習
側
用
人
箕
浦
篤
造
の

養
嗣
子
と
な
っ
た
。
本
文
に
も
あ
る
様
に
九
州
域
内
で
漢
学
を
学
び
、
明
治
四
年
同
藩
の
先
輩
荘
田
平
五
郎
に
従
っ
て
上
京
、
十
二

月
七
日
入
社
す
る
。
「
入
社
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
「
証
人
」
は
荘
田
平
五
郎
で
あ
っ
た
。

勤
惰
表
で
確
認
す
る
限
り
、
明
治
五
年
当
時
の
慶
麿
義
塾
の
ク
ラ
ス
編
成
は
、
大
別
し
て
コ
一
段
階
に
分
か
れ
て
い
た
。
最
上
級

に
あ
る
の
が
「
素
読
」
に
出
席
す
る
段
階
で
あ
り
、
そ
の
下
に
「
試
業
」
と
「
素
読
」
に
出
席
す
る
段
階
が
続
い
た
。
こ
の
二
段
階

に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
等
級
が
あ
り
、
毎
月
の
成
績
に
よ
っ
て
編
成
替
え
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
続
い
て
「
試
業
」
に
は
出
席
せ
ず
、

「
文
典
会
読
」
と
「
素
読
」
に
出
席
す
る
段
階
が
あ
り
、
こ
れ
に
属
す
る
者
は
ほ
ぼ
同
人
数
に
ク
ラ
ス
分
け
さ
れ
て
い
た
が
、
等
級

は
な
か
っ
た
。
箕
浦
は
五
年
一
月
と
二
月
は
、
こ
の
等
級
の
な
い
ク
ラ
ス
に
属
し
た
が
、
三
月
の
大
試
業
の
結
果
、
四
月
に
は
十
二

懐lfl 談•＼＇•；稿j 解題

等
、
六
月
は
十
一
等
に
進
級
し
た
。
こ
の
時
の
等
級
は
最
上
級
が
五
等
、
最
下
級
が
十
二
等
で
あ
っ
た
か
ら
、
上
か
ら
七
番
目
の
、

最
下
級
の
ク
ラ
ス
に
入
り
、
翌
月
に
は
一
つ
上
の
ク
ラ
ス
に
進
級
し
た
こ
と
に
な
る
。

本
文
中
に
「
輪
読
を
丁
度
半
年
も
や
る
と
、
試
験
に
出
合
ひ
ま
し
た
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
年
八
月
に
行
わ
れ
た
大
試
業
と
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
の
試
験
の
結
果
、
箕
浦
は
第
三
等
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
は
最
上
級
が
「
第
一
等
之
こ
と
さ
れ
た
か
ら
、

彼
は
上
か
ら
四
番
目
の
ク
ラ
ス
に
進
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
明
治
六
年
三
月
に
は
学
級
編
成
の
方
式
が
大
き
く
変
わ
り
、

「
正
則
」
と
「
変
則
」
に
二
分
さ
れ
、
「
正
則
」
は
本
等
、
予
備
等
三
年
生
、
二
年
生
、
初
年
生
、
等
外
一
、
二
番
、
ま
た
「
変
則
」

は
六
等
か
ら
九
等
、
等
外
一
、
二
番
に
分
け
ら
れ
た
。
、
箕
浦
は
正
則
の
予
備
等
三
年
生
に
入
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
時
か
ら
今
日
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の
「
学
期
」
に
相
当
す
る
制
度
が
導
入
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
毎
月
編
成
替
え
さ
れ
て
い
た
ク
ラ
ス
が
、
年
三
回
の
学
期
毎
の
編
成
に
な

っ
て
い
る
。
「
其
次
の
年
（
明
治
六
年
）
の
試
験
に
は
」
と
あ
る
の
は
六
年
八
月
に
行
わ
れ
た
試
験
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
三
月
か

ら
八
月
ま
で
の
学
期
は
「
正
則
」
の
「
予
備
等
三
学
年
」
に
属
し
て
い
た
が
、
九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
学
期
で
は
「
本
等
」
は
無

く
な
り
、
「
予
備
等
ゴ
一
年
生
」
が
最
上
級
の
ク
ラ
ス
と
な
っ
た
。
箕
浦
は
明
治
七
年
十
二
月
ま
で
こ
の
最
上
級
の
ク
ラ
ス
に
在
籍
し
、
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こ
の
年
新
設
さ
れ
た
卒
業
制
度
の
最
初
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
教
員
と
し
て
、
関
西
、
東
北
、
東
京
で
活
動
し
た
こ
と
は
、
本
論
で
白
か
ら
語
っ
て
い
る
通
り

で
あ
る
が
、
国
会
開
設
を
ひ
か
え
て
、
政
治
生
活
に
入
り
、
改
進
党
、
立
憲
同
志
会
、
憲
政
会
に
属
し
て
、
第
一
回
総
選
挙
か
ら
連

続
十
五
回
当
選
を
は
た
し
て
、
「
憲
政
会
の
み
な
ら
ず
政
界
の
長
老
の
地
位
で
あ
り
、
高
潔
清
廉
の
士
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

明
治
二
十
九
年
、
第
二
次
松
方
内
閣
の
農
商
務
局
長
、
三
十
一
年
、
第
一
次
大
隈
内
閣
の
逓
信
次
官
、
三
十
六
年
衆
議
院
議
長
、
大

正
四
年
八
月
に
は
改
造
後
の
第
二
次
大
限
内
閣
の
逓
信
大
臣
を
も
っ
と
め
た
。
本
回
想
録
の
た
め
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
な
さ
れ
た
の

は
、
大
隈
内
閣
総
辞
職
の
二
ヶ
月
後
で
あ
っ
た
り
こ
の
時
箕
浦
す
で
に
六
十
三
歳
、
功
成
り
名
を
遂
げ
た
政
界
の
大
立
者
で
あ
り
、

そ
の
彼
が
激
務
か
ら
開
放
さ
れ
た
こ
の
時
機
を
と
ら
え
て
の
企
画
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

箕
浦
を
襲
っ
た
不
幸
は
、
大
正
十
五
年
、
大
阪
の
松
島
遊
郭
移
転
事
件
に
憲
政
会
筆
頭
総
務
と
し
て
関
連
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

当
時
箕
浦
は
す
で
に
七
十
二
歳
に
な
っ
て
い
た
が
裁
判
の
過
程
で
自
身
の
署
名
捺
印
が
あ
る
領
収
書
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
当
時
政
府

お
よ
び
大
阪
府
に
は
遊
郭
の
移
転
計
画
が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
架
空
の
事
柄
に
関
し
て
政
治
運
動
費
を
受
け
取
っ
た
と
い

う
嫌
疑
で
、
詐
欺
罪
で
起
訴
さ
れ
、
衆
議
院
議
員
を
辞
任
し
た
。

こ
の
事
件
は
、
与
党
憲
政
会
と
野
党
政
友
会
の
双
方
が
関
与
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
箕
浦
に
よ
っ
て
、
事
件
当
時
は
内
務
大
臣

で
あ
っ
た
現
職
の
内
閣
総
理
大
臣
若
槻
礼
次
郎
ま
で
も
が
偽
証
罪
で
告
発
さ
れ
る
と
い
う
、
複
雑
怪
奇
な
大
事
件
に
発
展
し
た
。
裁



判
の
結
果
箕
浦
も
若
槻
も
と
も
に
無
罪
と
な
っ
た
が
、
箕
浦
は
そ
の
後
は
振
る
わ
な
く
な
り
、
昭
和
四
年
、
不
遇
の
内
に
残
し
た
。

（
四
）

既
に
見
た
よ
う
に
、
こ
の
箕
浦
の
回
想
は
、

二
回
分
の
聞
き
取
り
の
み
が
残
っ
て
お
り
、
箕
浦
の
前
半
生
の
内
、
明
治
十
年
代

後
半
ま
で
、
義
塾
で
の
勉
学
時
代
と
教
員
お
よ
び
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
活
躍
の
時
期
で
終
わ
っ
て
い
る
。
箕
浦
の
生
涯
で
最

も
華
々
し
い
活
躍
が
な
さ
れ
た
明
治
二
十
年
代
以
降
の
、
政
治
生
活
に
関
す
る
部
分
が
か
け
て
い
る
の
は
誠
に
残
念
で
あ
る
。
ま
た

そ
の
内
容
も
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
史
料
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
と
重
な
る
部
分
が
大
き
い
こ
と
は
、
伝
記
、
書
簡
な
ど

懐川議草稿j 解題

個
人
に
関
す
る
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
箕
浦
で
あ
る
だ
け
に
、
や
や
期
待
は
ず
れ
の
感
を
読
者
に
与
え
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

ま
た
回
想
が
残
っ
て
い
る
部
分
に
関
し
て
も
、
そ
の
記
述
に
つ
い
て
不
十
分
の
感
は
拭
い
が
た
い
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
明
治

十
四
年
政
変
の
裏
面
に
あ
っ
た
、
開
拓
使
官
有
物
払
い
下
げ
事
件
に
関
し
て
、
箕
浦
や
加
藤
政
之
助
を
始
め
と
す
る
関
西
在
住
の
三

田
派
が
行
っ
た
反
対
運
動
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
い
情
報
を
期
待
す
る
読
者
は
、
こ
の
回
想
録
の
記
述
に
は
隔
靴
掻
庫
の
感
を
禁
じ

得
な
い
で
あ
ろ
う
。
最
近
公
刊
さ
れ
た
関
係
史
料
、
例
え
ば
「
加
藤
政
之
助
氏
談
話
速
記
」
、
あ
る
い
は
明
治
十
四
年
一
月
十
七
日

付
、
箕
浦
勝
人
、
吉
良
亨
、
本
山
彦
一
、
桐
原
捨
三
、
鹿
島
秀
麿
宛
福
津
諭
吉
書
簡
等
と
合
わ
せ
て
考
え
る
時
、
「
私
は
神
戸
岡

山
等
に
居
る
塾
出
身
の
人
を
集
め
て
、
政
談
会
な
ど
や
り
な
が
ら
、
沙
汰
を
ま
っ
て
居
ま
し
た
が
、
新
聞
が
出
来
な
く
な
っ
た
の
で
、

「箕浦勝人

明
治
十
五
年
ま
た
報
知
に
入
り
ま
し
た
」
と
い
う
に
止
ま
ら
ず
、
更
に
そ
の
政
談
会
の
内
容
に
踏
み
込
ん
だ
回
想
を
期
待
し
た
い
思

い
を
禁
じ
得
な
い
。
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そ
の
意
味
で
は
本
回
想
録
は
、
そ
の
分
量
の
少
な
さ
と
相
ま
っ
て
、
箕
浦
の
生
涯
の
全
体
を
知
る
に
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
る



が
、
三
田
で
の
学
窓
生
活
に
関
す
る
細
か
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
福
津
と
の
交
流
の
機
微
な
ど
、
箕
浦
で
な
け
れ
ば
書
く
こ
と
が
不
可

能
な
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
当
時
の
政
府
の
姿
勢
と
そ
れ
に
対
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
対
応
の
実
態
な
ど
、
現
場234 

に
あ
っ
た
実
際
に
体
験
し
た
箕
浦
本
人
の
思
い
出
と
し
て
貴
重
な
記
述
を
含
む
も
の
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、
敢
え
て
そ
の
全
文
を
紹

介
す
る
こ
と
に
し
た
。

尚
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
で
き
る
だ
け
原
文
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
心
掛
け
た
が
、
箕
浦
自
身
が
空
欄
の
ま
ま
残
し
て
い
た
箇

所
及
び
明
瞭
な
記
憶
違
い
な
ど
は
、
〔
〕
を
付
し
て
行
聞
に
翻
刻
者
の
訂
正
を
加
え
た
。
ま
た
漢
字
は
新
字
体
の
あ
る
も
の
は
新

字
体
を
用
い
句
・
濁
点
は
ほ
ぼ
原
文
の
通
り
で
あ
る
が
、

一
部
に
補
っ
た
部
分
も
あ
る
。
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